一 

僕の 二十 六 歳の 時な りしと 覚ゅ。 大学院 学生と なり 

ぢ ゆう 

をり しが、 当時 東京に 住せ ざリ しため、 退学 届 を 出す 

期限に 遅れ、 期限 後 数日 を 経て 事務所に 退学 届 を 出し 

たりし に、 事務の 人 は 規則 を 厳守して 受けつ けず r 既 

を さ 

に 期限に 遅れし 故、 三十 円の 金 を 収めよ」 とい ふ。 大 

正 五六 年の 三十 円 は 大金な り。 僕 はこの 大金 を 出し 難 

き 事情 あ りしが 故に 「然 らば やむ を 得ず 除名 処分 を受 



僕達の イギリス 文学 科の 先生 は、 故ロォ レンス 先生 

なリ、 先生 は 一日 僕 を 路上に 捉へ、 娓々 数千 言 を 述べ 

られて やまず。 然れど も 僕 は 先生 の 言 を 少しも 解す る 

あた かみなり おし だう もく 

こと 能 は ざり し 故、 唯 雷 に 打 たれた る啞の 如く 瞠目 

また ようす 

して 先生の 顔 を 見守り 居たり。 先生 も 亦 僕の 容 子に 多 

少の 疑惑 を 感ぜられし なるべし。 突如と して 僕に 問う 

て 曰く、 *Are you Mr. K. ？ガ 僕、 答へ て 曰く、 "No, sir 

先生 は —— 先生 もまた 雷に 打 たれた る啞の 如く 瞠目せ 

しばらく のち うしろ 

ら るる こと 少時の 後、 僕 を 後に して 立ち去られたり。 

僕の 親しく 先生に 接した る は 実に この 路上の 数 分 間な 

るの み。 



場所 は 一 つ 橋の 学士 会館な りしと 覚ゅ。 僕 等 は 寡を以 

て 衆に あたり、 大いに 凱歌 を 奏したり。 然れ ども 久米 

かちほこ ほんが う 

は 勝 誇りた る 為、 忽ち 心臓に 異状 を呈 し、 本郷 まで 歩 

きて 帰る こと 能ず。 僕 は 矢 代と 共に 久米を 担ぎ、 

じんせき げしゅく 

人跡 絶えた る 電車 通リを やっと 本郷の 下宿へ 帰れり。 

(昭和 一 丁 二. 一七) 
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